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このたびは DAYS OFFICE 製品をお買い上
げいただき、まことにありがとうございます。
ご使用前に、よくお読みの上、正しくお使
いください。お読みになったあとは、お使
いになる方がいつでも見られるところに必
ず保管してください。

※	諸般の事情により、予告なく仕様が変わることがあります。
あらかじめご了承ください。

〈保証内容のご確認とお願い〉
●この取扱説明書（本書とする）は、記載内容（無
料修理規定）に基づいて、無料修理を行うこと
をお約束するものです。本書によってお客様の
法律上の権利を制限するものではありません。
保証期間経過後の有償修理などについてご不明
の場合は、お買い上げの販売店またはお客様相
談室までご相談ください。
●無料修理を受けられる場合は、本書と「ご購入
明細書」の両方が必要になります。
お買い上げ日と販売店を、「ご購入明細書」にて
ご確認いただき、本書とともに大切に保管してく
ださい。
※「ご購入明細書」とは、製品の納品時にお客様
にお渡しする「納品書兼出荷案内書」・「販売
店が発行する納品書（製品明細の記載がある
もの）」のことです。
　

〈保証期間について〉
●保証期間は、一般社団法人日本オフィス家具協
会(JOIFA)のガイドラインに準拠し、電気部品を
除いて、お買い上げの日から下記の年限とさせ
ていただきます。

※使用頻度としましては、週40時間（週5日とし
て1日8時間）の労働時間を想定しています。

●電気部品に関しましては、下記の年限とさせて
いただきます。

〈無料修理規定〉
1.保証期間中に、取扱説明書・本体貼付ラベルな
どの注意書にしたがった正常な使用状態で当社
の責任と認められる不具合・故障が発生した場
合は、無料修理をさせていただきます。
その際、張り地などの部材交換が必要な場合に本
製品と同等の機能部材を使用する場合があります。
また、弊社の判断により製品全体を交換させていた
だくことがありますので、あらかじめご了承ください。
2.お買い上げ日から保証期間中に故障が発生した
場合は、お買い上げの販売店、またはお客様相
談室へご相談ください。

3.保証期間が過ぎた後や保証が適用されない故障に
つきましては、有料で修理させていただきます。

4.保証期間内でも以下の場合は有料となりますの
でご了承願います。
（イ）本書、およびご購入明細書のご提示が無い

場合
（ロ）ご購入明細書にお買い上げ年月日・お客様名・

販売店名の記入がない場合、または字句が書
き換えられた場合

（ハ）消耗部品（弊社指定部品） の交換
（ニ）第三者から転売・譲渡を受けた場合
（ホ）火災・水害・塩害・ガス害や地震などの天災地

変による故障または破損 
（ヘ）故意・過失に関係なく、使用上の誤りによる

故障または破損
（ト）加工・改造、不当な修理による故障または破損
（チ）屋外・温浴施設・プールなどで使用された場

合の故障または破損
（リ）使用上の消耗により発生する異音などの現象

変質またはさび・かびの発生
（ヌ）外観の傷・へこみ・変形や再現のできない不良
（ル）一般的に品質や機能上、影響のない感応的

現象（におい、音鳴りや振動など）
5.ご転居の場合は､事前にお買い上げの販売店、
またはお客様相談室までご相談ください。

6.本書およびご購入明細書は日本国内においての
み有効です。

7.本書およびご購入明細書は、再発行致しません
ので大切に保管してください。

■保証について

1年 塗装および樹脂部品の変色・退色、
レザー・クロスの摩耗。

外観・表面
仕上げ

2年 引き出し・スライド機構・扉の開閉・
錠前・昇降機構などの故障。

機構部・
可動部

3年 強度・構造体にかかわる破損。構造体

1年　電気部品 照明器具、スイッチ、ACアダプタ、
コンセント、モーターなど。

ご購入明細書に記入されている、
お客様の個人情報は保証期間内
の修理・交換活動にのみ使用し、
それ以外の目的に利用したり、第
三者に提供することは一切ござ
いません。

お客様の
個人情報の
利用について
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1.安全上のご注意

警告
 製品を廃棄するときは、焼却しないで
ください。
有害ガスが発生するなど、周囲に危険
をおよぼす原因になります。
製品を廃棄するときは、専門業者に依
頼するか、お買い上げの販売店にご連
絡ください。

注意
	健康に影響をおよぼすことが考えられ
ますので、以下の内容を守って使用し
てください。
・ この製品を購入された当初は、化学

物質の発散が多いことがありますの
で、しばらくの間は換気や通風を十
分に行ってご使用ください。

・ この製品をご使用になる室内が著
しく高温多湿（温度28℃、相対湿度
50%超が目安）になる場合は、窓を
閉め切らないようにするか、強制的
に換気を行ってください。

 乱暴な取り扱いや、用途以外の使用は
しないでください。
けがや変形・破損の原因になります。
 床に傾斜や段差のある、不安定な場所
では使用しないでください。
転倒によるけがの原因になります。
 設置の際は、本体の水平を保つように
アジャスタ－で調節してください。
傾いた状態で設置すると、本体が倒れ
て、けがをするおそれがあります。

 ガタツキがある場合は、ガタツキが無
くなるようアジャスターを調整してく
ださい。
ガタついた状態で使用すると、本体が
倒れて、けがをするおそれがあります。
 ストーブなど火気を近づけて使用しな
いでください。
やけどや火災の原因になります。
 可動部のすき間に手や指を入れないで
ください。
けがの原因になります。
 運動具代わりに使ったり､ゲームなど
の遊びに使用しないでください｡(特に
お子様にご注意ください｡)
転倒や破損によるけがの原因になり
ます｡
 製品の上に立ち上がったり、踏台代わ
りにしないでください。（特にお子様 
にご注意ください。）
転倒や転落によるけがの原因になり
ます。
 前後逆方向に座ったり､肘や背に座ら
ないでください｡
転倒によるけがの原因になります｡
 座面の端に腰を掛けないでください。
転倒によるけがの原因になります。
 背もたれや肘にぶら下がらないでくだ
さい。(特にお子様にご注意ください。)
転倒や転落によるけがや破損の原因に
なります。

 張り地やクッションが破れたままで使
用しないでください。
内部の構造物により、けがや衣服の損
傷の原因になります。
 可動部に注油しないでください。
油がたれて床や衣類を汚す原因になり
ます。
 製品の分解や改造はしないでください。
けがや破損の原因になります。
 ボルトやネジがゆるんだままで使用し
ないでください。
製品の変形・破損や転倒によるけがの
原因になります。早めに締め直してく
ださい。
 部品の欠落など、異常を発見したとき
は、直ちに使用を中止して、お買い上げ
の販売店にご相談ください。
そのまま使用していますと、製品の破損
により、けがをするおそれがあります。
 この製品を他の人が使用するときは、
この取扱説明書をよく読んでから使用
するようにご指導ください。

ここに書かれた注意事項は、あなたや他の人への危害や損害を未然に防ぐためのもの 
です。いずれも安全にお使いいただくための重要な内容ですから、必ずお守りください。

警告 取り扱いを誤ると、死亡または重傷を負う
可能性があります。

注意 取り扱いを誤ると、軽傷を負うかまたは、
物的損害が発生する可能性があります。
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2.末永くご使用いただくためのご注意

	この製品は室内または屋内用です。
屋外での使用や水ぬれは、変色や変形・
そり・目割れなどの原因になります。
	直射日光やストーブなどの熱が直接あた
る場所や、湿気・乾燥の著しいところで
の使用は避けてください。
変色や変形・そり・目割れなどの原因に
なります。
	飲み物をこぼしたままにしたり、ぬれ雑巾
などをそのまま放置しないでください。
表面材の変色やはがれ、ひび割れ、そりな
どの原因になります。必ず水分が残らな
いように拭き取ってください。

3.使いかた

	セロハンテープやシールなど、粘着性の
あるものを貼り付けないでください。
表面材がはがれる原因になります。
	塗装面にプラスチックやビニールなどの
樹脂製品やゴム製品を長期間放置しない
でください。
塗装との化学反応により、接触面が軟化
したり、ベトツキ現象や色の移行を起こ
すことがあります。
	ときどき、ボルトやネジのゆるみによる
ガタツキがないか点検し、ある場合は締
め付けてください。

警告
 コンセントがある場合、コンセントに
接続する機器は、定格消費電力合計が
1500W以内で使用してください。
これを超えると、異常発熱して火災の原
因になるおそれがあります。

注意
	コンセント、電源プラグ、コードがある場
合は、以下の内容を守らないと、感電や
ショート・火災の原因になります。
・ 温度・湿度の高い場所では使用しな

いでください。
・ ぬれた手で電源プラグの抜き差しを

しないでください。
・ 電源プラグは、刃の根元までしっかり差

し込んでください。
・ 電源プラグに、ホコリが付いた状態で

使用しないでください。
・ コンセントの差し込み口に、異物やゴミ

が入らないようにしてください。
・ 電源プラグは、必ずプラグを持って抜

いてください。

・ 暖房器具など火気を近づけたり、熱風
を当てないでください。

・ コンセントや配線に水がかからない
ように注意してください。

・ コンセントや配線に洗剤や殺虫剤を
かけないでください。

・ コードを止め金などで固定して使用
しないでください。

・ コードをたばねて使用しないでくだ
さい。

・ コードの上に重いものをのせたり、は
さみ込んだりしないでください。

・ コードを敷物の下にして使用しない
でください。

・ コードを無理に引っ張ったり、曲げた
り、ねじらないでください。

・ コードが傷ついたままで使用しない
でください。

・ コンセントが破損したり、外れかけた
状態で使用しないでください。

・ お手入れの際は、必ず電源プラグをコ
ンセントから抜いてください。

・ コンセント部やプラグ部などの分解
や改造をしないでください。

・ コードをワゴンなどで踏み付けない
でください。
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4.お手入れのしかた

1	布部の汚れ
	日常のお手入れは、布部を手ではたくか、
掃除機でほこりを吸い取ってください。
	ぬれた場合は水分をよく拭き取り、温度
の上がらない場所でよく乾燥させてくだ
さい。

〈汚れを落とすときのご注意〉
	化学ぞうきんや溶剤を使うと、変色や物
性が低下する場合があります。
	市販のシミ抜きなどをご使用の際は、そ
の使用説明をご理解の上、使用してくだ
さい。

3	木部の汚れ
	日常のお手入れは、乾いたやわらかい布
でから拭きしてください。
	汚れが著しい場合は、以下の手順で汚れ
を落としてください。
1.	うすめた中性洗剤につけた布を、かた
く絞って拭いてください。

2.	水につけた布をよく絞って、洗剤が残
らないように拭き取ってください。

3.	乾いたやわらかい布で、水分が残らな
いように拭き取ってください。

〈汚れを落とすときのご注意〉
	水にぬれたままにしておいたり、化学ぞ
うきん、アルコールやシンナー系溶剤、
酸・アルカリ性洗剤の使用は避けてくだ
さい。
目割れ・変色の原因になります。
	木部に専用のワックスやクリーナーをご使
用の際は、その使用説明をご理解の上、ご使
用ください。

1	コンセントの使いかた
（D［奥行き］コンパクトタイプ以外）

コンセントの先端を持ち上げ、機器の電源プ
ラグをコンセントに差し込んでください。
電源プラグを抜くときは、コンセントを持
ちながらゆっくり抜いてください。

3.使いかた

注意
 コンセントの張り地部の上に乗ったり
座ったり、重いものをのせたりしないで
ください。
感電やショート・火災の原因になります。
 コンセントを無理に引っ張ったり、曲げ
たり、ねじらないでください。
感電やショート・火災の原因になります。

2	クッション（オプション）の使いかた
（D［奥行き］コンパクトタイプ以外）

クッションの上部と下部の固さに違いがあることで、座ったときに腰を支え、姿勢をサポー
トします。
座るときの姿勢に合わせて、クッションの角度を変えることができます。

固めの
クッション

やわらかめの
クッション

クッションの角度調整

姿勢に合わせて
角度を変える

コンセント

❷差し込む

❶持ち上げる

座

コンセント

無理に引っ張る

折り曲げる・ねじる

背

2	レザー部の汚れ
日常のお手入れは、レザー部を手ではたく
か、掃除機でほこりを吸い取ってください。

〈汚れを落とすときのご注意〉
	化学ぞうきんを使うと、変色する場合が
あります。
	市販のシミ抜きなどをご使用の際は、そ
の使用説明をご理解の上、使用してくだ
さい。
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6.仕様

5.部品の交換について

部品の交換をご希望の場合は、お買い上げ
の販売店、またはお客様相談室までお問い
合わせください。

注意
お客様での交換作業はしないでください。
製品の故障・破損の原因になります。

ソファ
品　　　　名 DAYS	OFFICEシリーズ　wired	sofa

タ イ プ W1200 W1200
（コンセント付） W1500 W1500

（コンセント付）
品番：XY-BWS S12□ SC12□ S15□ SC15□

外 寸 法
（mm）

幅 1200 1500
奥行き 750 750
高さ 750 750
座面高さ 440 440

重　　　　量（kg） 47.4 48.4 53.2 54.2
座 席 数 1～2 2

構 造 部 材
背もたれ 合板・MDF・天然木
座面 合板・MDF・天然木
台輪 合板・MDF・天然木

クッション材
背もたれ ウレタンフォーム・綿
座面 ウレタンフォーム・綿

表 面 加 工 台輪 メラミン化粧板
張 り 材 布張地・PVCレザー

品　　　　名 DAYS	OFFICEシリーズ　wired	sofa

タ イ プ W1800 W1800
（コンセント付） W2100 W2100

（コンセント付[1個]）
W2100

（コンセント付[2個]）
品番：XY-BWS S18□ SC18□ S21□ SC121□ SC221□

外 寸 法
（mm）

幅 1800 2100
奥行き 750 750
高さ 750 750
座面高さ 440 440

重　　　　量（kg） 61.2 62.2 69.9 70.9 71.9
座 席 数 2～3 3

構 造 部 材
背もたれ 合板・MDF・天然木
座面 合板・MDF・天然木
台輪 合板・MDF・天然木

クッション材
背もたれ ウレタンフォーム・綿
座面 ウレタンフォーム・綿

表 面 加 工 台輪 メラミン化粧板
張 り 材 布張地・PVCレザー

品　　　　名 DAYS	OFFICEシリーズ　wired	sofa

タ イ プ W1200
（パネル付）

W1200
（パネル付・コンセント付）

W1500
（パネル付）

W1500
（パネル付・コンセント付）

品番：XY-BWS SP12□ SPC12□ SP15□ SPC15□

外 寸 法
（mm）

幅 1210 1510
奥行き 785 785
高さ 1020 1020
座面高さ 440 440

重　　　　量（kg） 56.2 57.2 66.1 67.1
座 席 数 1～2 1～ 2 2 2

構 造 部 材
背もたれ 合板・MDF・天然木
座面 合板・MDF・天然木
台輪 合板・MDF・天然木

クッション材
背もたれ ウレタンフォーム・綿
座面 ウレタンフォーム・綿

表 面 加 工 台輪 メラミン化粧板
張 り 材 布張地・PVCレザー

品　　　　名 DAYS	OFFICEシリーズ　wired	sofa

タ イ プ W1800
（パネル付）

W1800
（パネル付・
コンセント付）

W2100
（パネル付）

W2100
（パネル付・

コンセント付[1個]）

W2100
（パネル付・

コンセント付[2個]）
品番：XY-BWS SP18□ SPC18□ SP21□ SPC121□ SPC221□

外 寸 法
（mm）

幅 1810 2110
奥行き 785 785
高さ 1020 1020
座面高さ 440 440

重　　　　量（kg） 78.2 79.2 91 92 93
座 席 数 2～3 2～ 3 3 3 3

構 造 部 材
背もたれ 合板・MDF・天然木
座面 合板・MDF・天然木
台輪 合板・MDF・天然木

クッション材
背もたれ ウレタンフォーム・綿
座面 ウレタンフォーム・綿

表 面 加 工 台輪 メラミン化粧板
張 り 材 布張地・PVCレザー
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6.仕様

品　　　　名 DAYS	OFFICEシリーズ　wired	sofa
タ イ プ コーナータイプ コーナータイプ（パネル付）
品番：XY-BWS C□ CP□

外 寸 法
（mm）

幅 864 903
奥行き 864 903
高さ 750 1000
座面高さ 440 440

重　　　　量（kg） 45.1 62.7

構 造 部 材
背もたれ 合板・MDF・天然木
座面 合板・MDF・天然木
台輪 合板・MDF・天然木

クッション材
背もたれ ウレタンフォーム・綿
座面 ウレタンフォーム・綿

表 面 加 工 台輪 メラミン化粧板
張 り 材 布張地・PVCレザー

品　　　　名 クッション ソファベース連結金具
品番：XY-BWS CS□ J10N

外 寸 法
（mm）

幅 600 245
奥行き 150 50
高さ 250 30

重　　　　量（kg） 1 2
表 面 加 工 ー 紛体塗装

コンセント
定格電圧（V） 125
定格電流（A） 15
最大消費電力（W） 1500

品　　　　名 DAYS	OFFICEシリーズ　wired	sofa（D［奥行き］コンパクトタイプ）

タ イ プ W1200 W1200
（パネル付） W1500 W1500

（パネル付） W1800 W1800
（パネル付）

品番：XY-BWS S126□ SPH126□ S156□ SPH156□ S186□ SPH186□

外 寸 法
（mm）

幅 1200 1210 1500 1510 1800 1810
奥行き 615 650 615 650 615 650
高さ 750 1200 750 1200 750 1200
座面高さ 440 440 440 440 440 440

重　　　　量（kg） 41.6 54 47.2 60.5 55.4 69.6
座 席 数 2 2 2 2 3 3

構 造 部 材
背もたれ 合板・MDF・天然木
座面 合板・MDF・天然木
台輪 合板・MDF・天然木

クッション材
背もたれ ウレタンフォーム・綿
座面 ウレタンフォーム・綿

表面加工 台輪 メラミン化粧板
張り材 布張地・PVCレザー

7.ソファの組み立てかた

注意
 製品の組み立ては、記載している手順・方法通りに行ってください。
誤った手順・方法で組み立てますと、けがや破損のおそれがあります。
 製品の組み立ては、必ず2人以上で行ってください。
転倒や落下によるけが・破損のおそれがあります。
 製品を持ち上げるとき、座を持たないでください。
座が外れて落下による破損やけがの原因になります。

※以下の説明は、ストレートタイプ	パネルなし（コンセント付き）W2100タイプの場合で
す。その他のタイプの場合も、部品の形状や個数は違いますが、同様の要領で取り付け
ることができます。

1	構成部品
組み立てる前に、部品の数を確認してください。

ソファ（スタンダードタイプ）

梱　包　品　番 部　品　の　種　類
個　　数

W1200 W1500 W1800 W2100
XYH-BWSS（12・15・18・21） 背もたれ 1
XYS-BWSS（12・15・18・21） 座 1

XYB-BWSS（12・15・18・21）
台輪 1
木ダボ	φ10×30 2
十字穴付P3六角ボルトM8×50 4 5 6 6

XYP-BWSS（12・15・18・21）
背パネル 1
木ダボ	φ10×30 2
十字穴付P3六角ボルトM8×50 4 6 8 8

コンセント
梱　包　品　番 部　品　の　種　類 個　　数

XYA-BWSEC コンセント 1
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7.ソファの組み立てかた

2.	下側の両サイドの穴に木ダボを確実に差
し込んでください。

2	背パネルの取り付け
（コーナータイプ以外）
※背パネルがない場合は、背もたれ背面の
シールを取り外してから「3背もたれと
台輪の取り付け（コーナータイプ以外）」
に進んでください。

1.	背もたれ背面のシールの位置の張り地を
カッターなどでカットしてください。

	 ※カット前にシール貼付位置付近に穴位
置があるか張り地の上から触って確認
してカットしてください。

背もたれ

背もたれ

シール
（カッターなどで張り地をカット）

木ダボ
差し込む

ソファ（コンパクトタイプ）

梱　包　品　番 部　品　の　種　類
個　　数

W1200 W1500 W1800
XYH-BWSS（126・156・186） 背もたれ 1
XYS-BWSS（126・156・186） 座 1

XYB-BWSS（126・156・186）
台輪 1
木ダボ	φ10×30 2
十字穴付P3六角ボルトM8×50 4 5 6

XYP-BWSS（126・156・186）
背パネル 1
木ダボ	φ10×30 2
十字穴付P3六角ボルトM8×50 4 6 8

ソファ（コーナータイプ）
梱　包　品　番 部　品　の　種　類 個　　数

XY-BWSC（P） ソファ完成品 1
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3.	背もたれに取り付けた木ダボを背パネル
下側の両サイドの穴にはまるよう背パネ
ルと背もたれを取り付けてください。

4.	開口部から背パネルと背もたれをボルト
で固定（本締め）してください。

7.ソファの組み立てかた

3	背もたれと台輪の取り付け
（コーナータイプ以外）
1.	木ダボを、背もたれの取付穴に確実に差
し込んでください。

2.	背もたれの木ダボを、台輪の取付穴に確
実に差し込んでください。

3.	背もたれと台輪をボルトで仮締めしてく
ださい。

4.	背もたれと台輪のそろいを確認して、仮
締めしたボルトを本締めしてください。

背もたれ

背もたれ

背もたれ

背パネル
開口部

背パネル 木ダボ

❶

台輪

❸仮締め
❹本締め十字穴付P3六角ボルト

M8×50

十字穴付P3六角ボルト
M8×50 ❸

❹

❶

❸
❹

❸
❹

❸
❹

❸
❹

〈使用工具〉
⊕ドライバー

（NO.3）
または
ボックスレンチ

（対辺13mm）

❷

❷
差し
込む

❸
❹

〈使用工具〉
ボックスレンチ

（対辺13mm）

差し込む

木ダボ

本締め
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4	ソファ本体の設置
1.	コンセント付きのみ
床面に配置されている電源の位置が、設
置するソファ本体のレイアウトに合ってい
ることを確認してください。（�ページ「10.
電源の立ち上げ位置について」参照）

2.	ソファ本体を、レイアウト位置にゆっく
り置いてください。
※コーナータイプの場合、組み立ては行
いません。

7.ソファの組み立てかた

5	コンセントの取り付け
（コンセント付きのみ）
1.	コンセントを取り付ける前に、コンセン
トの取付位置とコンセントを取り付ける
座の面ファスナーの位置を以下より確認
してください。

〈ご注意〉
コンセントは、D［奥行き］コンパクトタイ
プには取り付けることができません。

W1200 W1500・W1800 W2100

コンセントの
取付位置

コンセントを
取り付ける
面ファスナーの
位置
※	図は裏面から
見ています。

コンセント

面ファスナー

座

背もたれ

前側 前側 前側 前側
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3.	コンセントの電源コードを、ソ
ファ本体の台輪（配線用の開口
部）に配線してください。
※このとき、電源コードを必ず
配線用クリップに通して配
線してください。

〈ご注意〉
配線時、電源コードに引っ張られ
て、コンセントがたわまないよう
にご注意ください。

コンセント

電源コード
（ケーブルの長さ：約1.2m）

7.ソファの組み立てかた

床面下からの
立ち上げ配線等

注意
電源コードを配線するときは、必
ず配線用クリップを使用し、側板

（ 部分）にコードがのらない
ようにしてください。
座と台輪の間にコードがはさまり、
破損や断線により、ショート・火災
のおそれがあります。

電源コードの配線位置

※図は上から見ています。

背もたれ

側板（ 部分）に
コードをのせない

配線用
クリップ

配線用クリップ

電源コードは必ず配
線用クリップに通し
て配線する。
配線用クリップ

電源コード

2.	コンセントの面ファスナーを、背もたれ底
面の面ファスナーに貼り付けてください。

〈ご注意〉
このとき、面ファスナーの全面がしっかり
貼りつくようにご注意ください。

面ファスナー

コンセント

貼り付ける

前側



19 20

7	座の取り付け
座を起こして、座の凸部をソファ本体の
台輪に合わせてはめ込んでください。
※コンセントやクッションを取り付けて
いる場合、コンセントやクッションが
落下しないように押さえながら行って
ください。

注意
コンセント付きなど、台輪に配線を行っ
ている場合、コード類が台輪の側板に
のっている状態で、座を取り付けないで
ください。
コード類の破損や断線により、ショー
ト・火災の原因になります。

凸部

コンセント 座

❷

❶

❶

❷

側板

以上で、組み立ては完了です。ガタツキがな
いか確認してください。

6	クッション（オプション）の取り付け	
（クッションを取り付ける場合のみ）
�ページ「9.クッション（オプション）の
取り付けかた」を参照して、クッションを
取り付けてください。

7.ソファの組み立てかた 8.ソファの連結のしかた

注意
 製品の組み立ては、記載している手順・方法通りに行ってください。
誤った手順・方法で組み立てますと、けがや破損のおそれがあります。
 製品の組み立ては、必ず2人以上で行ってください。
転倒や落下によるけが・破損のおそれがあります。

1	構成部品
組み立てる前に、部品の数を確認してくだ
さい。

梱	包	品	番 部	品	の	種	類 個	数

XY-BWSJ10N
連結金具 2
当て板金具 2
固定ボルト 2

2	ソファ本体の設置
1.	コンセント付きのみ
床面に配置されている電源の位置が、設
置するソファ本体のレイアウトに合ってい
ることを確認してください。（�ページ「10.
電源の立ち上げ位置について」参照）

2.	連結金具（2個）を、ソファ本体台輪のア
ジャスター側に入れ、連結するソファ本体
をレイアウト位置に並べてください。

アジャスター

連結金具

ソファ本体



21 22

5	連結金具の取り付け
1.	当て板金具を、連結金具のネジ穴側に入
れてください。

当て板金具

2.	固定ボルトを、連結金具のネジ穴に入れ
て締めこんでください。

固定ボルト

ネジ穴連結金具

連結金具

3	配線のしかた（配線する場合のみ）
コンセントなどのコード類を、台輪の切り
欠き部または台輪下部のすき間、配線ク
リップを通して配線してください。

切り欠き部

コード類

4	レベル調整
ソファ本体台輪のアジャスターを調節し
て、ソファどうしのレベルを合わせてくだ
さい。

アジャスター

アジャスターの調整方法

〈使用工具〉
スパナ ※

（対辺17mm）

※厚みが5mm以下の薄型スパナを使用してください。

配線クリップ

台輪

8.ソファの連結のしかた
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8	座の取り付け
1.	座を起こして、座の凸部をソファ本
体の台輪に合わせてはめ込んでくだ
さい。

※コンセントやクッションを取り付
けている場合、コンセントやクッ
ションが落下しないように押さえ
ながら行ってください。

注意
コンセント付きなど、台輪に配線を
行っている場合、コード類が台輪の側
板にのっている状態で、座を取り付け
ないでください。
コード類の破損や断線により、ショー
ト・火災の原因になります。

2.	他の座も、「1」と同様の要領で座
をはめ込んでください。

コンセント

凸部

座

以上で、組み立ては完了です。ガタツキがな
いか確認してください。

7	クッション（オプション）の取り付け
（クッションを取り付ける場合のみ）
�ページ「9.クッション（オプション）の取
り付けかた」を参照して、クッションを取
り付けてください。

8.ソファの連結のしかた

側板

6	コンセントの取り付け
（コンセント付きのみ）
⑯ページ「5コンセントの取り付け（コン
セント付きのみ）」の要領で、コンセントを
座裏面に貼り付けてください。

※連結するソファの中間にコンセントを取
り付けると、ソファ間の継ぎ目を隠すこ
とができます。図のように連結されたソ
ファの背もたれをまたぐ形でコンセント
を取り付けてください。

コンセント

座

コンセント

〈ご注意〉
コンセントおよびクッションは、D［奥行
き］コンパクトタイプには取り付けること
ができません。

❶

❷
❶

❷
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2.	クッションの面ファスナーを、
座裏面の面ファスナーに貼り
付けてください。

貼り付ける

クッション面ファスナー

9.クッション（オプション）の取り付けかた

注意
 製品の組み立ては、記載している手順・方法通りに行ってください。
誤った手順・方法で組み立てますと、けがや破損のおそれがあります。
 製品の組み立ては、必ず2人以上で行ってください。
転倒や落下によるけが・破損のおそれがあります。

〈ご注意〉
クッションを、ソファ（D［奥行き］コンパクトタイプ）に取り付けることはできません。

1	構成部品
組み立てる前に、部品の数を確認してくだ
さい。

品　番 品　名 個　数
XY-BWSCS□ クッション 1

2	座の取り外し
（座が取り付けられている場合のみ）
座の手前側を少し起こして、引き抜きな
がら外してください。

3	クッションの取り付け
1.	クッションを取り付ける前に、クッションの取付位置とクッションを取り付ける座の面
ファスナーの位置を以下より確認してください。

W1200 W1500・W1800 W2100

クッションの取付位置

クッションを取り付ける
面ファスナーの位置
※図は裏面から見ています。

クッション

面ファスナー

座

前側

前側 前側 前側

❶起こす

❷外す

座
❷

❶

座

❶

座
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4	座の取り付け
座を起こして、座の凸部をソファ本体の
台輪に合わせてはめ込んでください。
※コンセントやクッションを取り付
けている場合、コンセントやクッ
ションが落下しないように押さえ
ながら行ってください。

注意
コンセント付きなど、台輪に配線を
行っている場合、コード類が台輪の側
板にのっている状態で、座を取り付け
ないでください。
コード類の破損や断線により、ショー
ト・火災の原因になります。

座

凸部

以上で、組み立ては完了です。ガタツキがな
いか確認してください。

9.クッション（オプション）の取り付けかた

側板

10.電源の立ち上げ位置について

コンセントなどで使用する電源は、ソファを設置する床面の下図の位置から立ち上げてく
ださい。

●ソファ

電源の立ち上げ位置 外形線

W1500

前

W1800

前

W2100

前

前

●ソファ（コーナータイプ）

※図は上から見ています。

W1200

65mm

前
140mm

440mm
120mm

440mm
120mm80mm

65mm

140mm

590mm
120mm 80mm

590mm
120mm

462mm
120mm 80mm

476mm
80mm
462mm

120mm

65mm

140mm

65mm

140mm

540mm
120mm 80mm

620mm
80mm

540mm
120mm

外形線

140mm
115mm

230mm

115mm
140mm

230mm

❶

❷
❶

❷
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11.防災備蓄の設置について(スタンダードタイプのみ)

以下の手順で、スタンダードタイプの台輪内
部に防災備蓄品を保管することができます。

1	座の取り外し
（座が取り付けられている場合のみ）
�ページ「2座の取り外し」を参照して、座
を取り外してください。

2	防災備蓄品の設置
図のように防災備蓄品を台輪前側の枠板に
合わせて設置してください。

〈ご注意〉
このとき、立ち上げ電源がある位置には、防
災備蓄品を設置しないでください。

注意
コンセント付きなど、台輪に配線を行って
いる場合、防災備蓄品がコード類にのらな
いように設置してください。
コード類の破損や断線により、ショート・
火災の原因になります。

防災備蓄品を設置可能な台輪内部の有効寸法

防災備蓄品は台輪前側の枠板に合わせ
て設置してください。

※図は上から見ています。

枠板（前側）

防災備蓄品台輪

枠板に合わせて
設置する

コンセント 防災備蓄品

立ち上げ電源
※立ち上げ電源があ
る位置には、防災備
蓄品を設置しない

設置する

枠板

前側

3	座の取り付け
⑲ページ「7座の取り付け」を参照して、座
を取り付けてください。

W1200

W1800

W1500

W2100

コーナー

※スタンダードタイプのみ

260mm

445mm

475mm

445mm

475mm 475mm 545mm 545mm 545mm

595mm 595mm

320mm

320mm

275mm

320mm

320mm

275mm

前 前

前

前

注意
上記のサイズを超えるものを置かないでください。
防災備蓄品やソファ本体の破損の原因になります。
保管する備蓄品についてはお客様の責任のもと管理
してください。


